
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

平

成

二

十

八

年

度

自

衛

官

第

四

次

募

集

（

自

衛

危

機

管

理

課

官

候

補

生

）

○

特

定

施

設

の

構

造

等

変

更

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

設

立

認

証

の

申

請

県

民

生

活

交

通

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

〃

申

請

○

〃

〃

○

国

土

調

査

の

成

果

の

認

証

中

山

間

・

地

域

振

興

課

○

都

市

計

画

の

変

更

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

都

市

計

画

課

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
八
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
自
衛
官
候
補
生
の
平
成
二
十
八
年
度
募
集
の
要
領
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
に
限
る
。
）

二

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
か
つ
、
自

衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該

当
し
な
い
者

三

受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
二
月
十
日
か
ら
同
年
三
月
十
四
日
ま
で

四

採
用
試
験
種
目

１

筆
記
試
験

２

口
述
試
験

３

適
性
検
査

４

身
体
検
査

五

志
願
票
の
請
求
及
び
提
出
先

市
役
所
、
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域
事
務
所

若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所

六

採
用
試
験
期
日

平
成
二
十
九
年
三
月
四
日
、
同
月
五
日
、
同
月
九
日
、
同
月
十
四
日
及
び
同
月
十
六
日
の
う
ち
一

日
七

試
験
場

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

陸
上
自
衛
隊
善
通
寺
駐
屯
地
（
香
川
県
善
通
寺
市
南
町
）

八

採
用
予
定
月

平
成
二
十
九
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間
又
は
同
年
七
月
か
ら
同
年
九
月
ま
で
の
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間
九

県
内
採
用
予
定
者
数

１

平
成
二
十
九
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間
の
採
用
予
定
者
数

ア

陸
上
要
員

約
十
名

イ

海
上
要
員

約
五
名

ウ

航
空
要
員

約
五
名

２

平
成
二
十
九
年
七
月
か
ら
同
年
九
月
ま
で
の
間
の
採
用
予
定
者
数

ア

海
上
要
員

約
四
名

イ

航
空
要
員

約
三
名

十

そ
の
他

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
次
に
掲
げ
る
自
衛
隊
岡
山
地
方
協

力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域
事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所
に
問
い
合
わ
せ
る

こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六－

二
二
六－

〇
三
六
一

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八－
二
二－

五
六
三
七

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六－

四
二
二－
七
三
五
八

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六－

二
二－
二
三
一
四

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六－

二
二
四－

二
八
二
四

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
/
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
九
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

パ
ン
パ
シ
フ

ク
・
カ

パ
株
式
会
社

ィ
ッ

ッ
ー

住
所

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
１
番
２
号

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

西
山

佳
宏

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
パ
ン
パ
シ
フ

ク
・
カ

パ
株
式
会
社

日
比
製
煉
所

ィ
ッ

ッ
ー

所
在
地

玉
野
市
日
比
六
丁
目
１
番
１
号

平成２９年２月７日　岡山県公報　第１１８６１号



(3) 特定施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

74
種 類 特定事業場から排出さ 同左

れる水の処理施設

一次中和工程1,500㎥

能 力 同左
／日 二次中和工程，
2,900㎥／日，三次中
和工程2,900㎥／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 既設

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 既設

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か

水 量（㎥／日） 2,024 2,879ら排出される汚
同左水等の汚染状態

ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6の通常の値及び
最大の値並びに  ＢＯＤ（mg／Ｌ） 10 20 9 20
当該汚水等の通
常の量及び最大  ＣＯＤ（mg／Ｌ） 13 30 14.7 30
の量

 Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 13 25 12.7 25

 油 分（mg／Ｌ） - - 同左

 Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 5 10 25.2 35

 Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.1 1.0 0.13 0.16

大腸菌群数（個／㎤） - - 同左

 Ｃ ｕ（mg／Ｌ） 0.01 0.3 0.09 0.3

 Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 0.03 0.04 同左

 Ｚ ｎ（mg／Ｌ） 0.01 0.02 0.06 0.24

 Ｃ ｄ（mg／Ｌ） 0.01 0.02 0.011 0.02

 Ａ ｓ（mg／Ｌ） 0.15 0.30 0.147 0.30

 Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 1 5 0.8 5

 Ｍ ｎ（mg／Ｌ） 1 5 4 5

 Ｓ ｅ（mg／Ｌ） 0.01 0.05 0.04 0.05

 ふっ素（mg／Ｌ） 17 33 16.3 33

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 １（排水処理工場）

種 類 及 び 型 式 排水処理工程

レンガモルタル，ライニング，鉄筋コンクリー
構 造

ト，鉄，ステンレス，ポリプロピレン
同左

主 要 寸 法 215ｍ×140ｍ×20ｍ

一次中和工程1,500㎥／日 二次中和工程2,900
能 力

，
㎥／日，三次中和工程2,900㎥／日

処 理 の 方 法 中和＋凝集沈殿

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 既設

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 既設

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時における 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
区 分当該汚水等の処

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大理施設による処
理前及び処理後 水 量（㎥／日） 1,424 2,179 2,024 2,879の汚水等の汚染 同左状態の通常の値 ｐ Ｈ 0.5～2.5 0.5～2.5 5.8～8.6 5.8～8.6
及び最大の値並
びに当該汚水等  ＢＯＤ（mg／Ｌ） 15 25 10 20 15 25 9 20
の通常の量及び
最大の量  ＣＯＤ（mg／Ｌ） 84 324 13 30 84 324 14.7 30

 Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 54 124 13 25 54 124 12.7 25

 油 分（mg／Ｌ） - - - - 同左

 Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 10 20 5 10 35 51 25.2 35

 Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 5 10 0.1 1.0 0.16 0.24 0.13 0.16

大腸菌群数（個／㎤） - - - - 同左

 Ｃ ｕ（mg／Ｌ） 53 291 0.01 0.3 53 291 0.09 0.3

 Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 17 60 0.03 0.04 同左

 Ｚ ｎ（mg／Ｌ） 104 433 0.01 0.02 104 433 0.06 0.24

 Ｃ ｄ（mg／Ｌ） 3 28 0.01 0.02 3 28 0.011 0.02

 Ａ ｓ（mg／Ｌ） 523 1,150 0.15 0.30 523 1,150 0.147 0.30

 Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 5 10 1 5 0.4 3 0.8 5

 Ｍ ｎ（mg／Ｌ） 6 10 1 5 6 10 4 5

 Ｓ ｅ（mg／Ｌ） 1 10 0.01 0.05 1 9 0.04 0.05

 ふっ素（mg／Ｌ） 1,300 2,700 17 33 21 37 16.3 33
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 製煉総合排水口

変 更 前 変 更 後
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 8,238 15,024
同左

ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6

 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 8 20 3.2 20

 ＣＯＤ（mg／Ｌ） 7 15 4.6 15

 Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 5 20
同左

 油 分（mg／Ｌ） - -

 Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 1.5 3 6.3 10

 Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.05 1

大腸菌群数（個／㎤） - -

 Ｃ ｕ（mg／Ｌ） 0.03 1

 Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 0.01 0.1

 Ｚ ｎ（mg／Ｌ） 0.015 2

 Ｃ ｄ（mg／Ｌ） 0.003 0.01 同左

 Ａ ｓ（mg／Ｌ） 0.04 0.1

 Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 0.2 10

 Ｍ ｎ（mg／Ｌ） 1 10

 Ｓ ｅ（mg／Ｌ） 0.01 0.1

 ふっ素（mg／Ｌ） 4 7

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 平成29年２月７日から同月28日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
字
鴨
之
下
通
三
七
一
の
一
三
、
三
七
一
の
一
四
、
三
七
一
の
一
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅
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◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

一
八
一
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

津
山
市
久
米
川
南
字
大
渡
六
二
二
番
一
地
先
か

新

一
四
・
〇

ら

九
・
〇
～

津
山
市
久
米
川
南
字
於
幸
開
五
九
八
番
一
四
地

一
四
・
〇

先
ま
で

津
山
市
久
米
川
南
字
大
渡
六
二
二
番
一
地
先
か

旧

一
四
・
〇

ら

一
四
・
〇
～

津
山
市
久
米
川
南
字
於
幸
開
五
九
八
番
一
四
地

四
四
・
〇

先
ま
で

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

四
二
九
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域
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別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

倉
敷
市
中
島
字
中
新
田
壱
一
四
一
三
番
二
地
先

新

三
・
〇

か
ら

一
〇
・
一
～

倉
敷
市
中
島
字
中
新
田
壱
一
四
一
五
番
一
地
先

一
五
・
〇

ま
で

倉
敷
市
中
島
字
中
新
田
壱
一
四
一
三
番
二
地
先

旧

三
・
〇

か
ら

一
〇
・
一
～

倉
敷
市
中
島
字
中
新
田
壱
一
四
一
五
番
一
地
先

二
一
・
一

ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

北
房
井
倉
哲
西
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新
見
市
哲
多
町
矢
戸
字
末
光
小
原
二
七
〇
番
一

新

三
八
八
・
〇

地
先
か
ら

八
・
〇
～

新
見
市
哲
多
町
矢
戸
字
末
光
小
原
二
六
〇
番
一

二
八
・
〇

地
先
ま
で

新
見
市
哲
多
町
矢
戸
字
末
光
小
原
二
七
〇
番
一

旧

三
八
八
・
〇

地
先
か
ら

三
・
〇
～

新
見
市
哲
多
町
矢
戸
字
末
光
小
原
二
六
〇
番
一

一
一
・
〇

地
先
ま
で
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一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

久
米
建
部
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

津
山
市
宮
尾
字
中
須
賀
一
三
六
一
番
一
地
先
か

新

六
〇
・
〇

ら

六
・
四
～

津
山
市
宮
尾
字
中
須
賀
一
三
八
〇
番
一
地
先
ま

一
七
・
二

で津
山
市
宮
尾
字
中
須
賀
一
三
六
一
番
一
地
先
か

旧

六
〇
・
〇

ら

五
・
三
～

津
山
市
宮
尾
字
中
須
賀
一
三
八
〇
番
一
地
先
ま

六
・
四

で
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◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

北
房
井
倉
哲

新
見
市
哲
多
町
矢
戸
字
末
光
小
原
二
七
〇
番
一
地
先

平
成
二
十
九

西
線

か
ら

年
二
月
七
日

新
見
市
哲
多
町
矢
戸
字
末
光
小
原
二
六
〇
番
一
地
先

ま
で
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〔
三
〇
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
し
あ
わ
せ
の
家

三

代
表
者
の
氏
名

重
利

道
広

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

赤
磐
市
桜
が
丘
西
四
丁
目
一
〇
番
一
五
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
心
身
障
害
者
・
児
及
び
高
齢
者
に
対
し
て
、
生
活
支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
及
び
福
祉
の
増
進
と
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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〔

〕

（

）

、

三
一

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

平
成
十
年
法
律
第
七
号

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
元
気
交
流
ク
ラ
ブ
た
け
の
こ
の
家

三

代
表
者
の
氏
名

澤

陽
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

赤
磐
市
桜
が
丘
東
四
丁
目
四
番
地
の
四
六
七

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

、

、

こ
の
法
人
は

地
域
の
子
ど
も
と
高
齢
者
に
対
し
て
子
ど
も
と
高
齢
者
の
統
合
ケ
ア
事
業
を
行
い

子
育
て
の
支
援
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
自
発
的
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類
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〔

〕

（

）

、

三
二

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

平
成
十
年
法
律
第
七
号

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
吉
備
み
の
り
の
会

三

代
表
者
の
氏
名

河
崎

任
利

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
西
阿
曽
三
二
六
番
地
二

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
岡
山
県
内
に
て
、
農
林
水
産
業
に
よ
る
第
六
次
産
業
、
社
会
福
祉
、
教
育
に
関
す

る
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
対
象
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項
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〔
三
三
〕
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

認

証

年

月

日

調
査
を
行
っ

調
査
を
行
っ

た
者
の
名
称

た

地

域

真

庭

市

平
成
二
十
七
年
四
月

真
庭
市

豊

栄

の

一

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十

～

地
籍
図
及
び

部
、
禾
津
の

七
日

平
成
二
十
八
年
十
一

地
籍
簿

一
部

月

真

庭

市

平
成
二
十
七
年
七
月

真
庭
市

本
庄
の
一
部

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十

～

地
籍
図
及
び

七
日

平
成
二
十
八
年
十
一

地
籍
簿

月
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〔
三
四
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
美
作
市
か
ら
美
作
都
市
計
画
下
水
道
に
つ
い
て
の
都
市
計
画
の
変

更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

都
市
計
画
の
種
類

美
作
都
市
計
画
下
水
道

二

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日

三

縦
覧
場
所

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

な
お
、
原
本
は
、
美
作
市
美
作
浄
化
セ
ン
タ
ー
環
境
部
下
水
道
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成２９年２月７日　岡山県公報　第１１８６１号


